
 
 

 

   

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2015 年 4 月～2016 年 3 月) 認証番号 0007685 

九州高圧コンクリート工業株式会社 

～ありがとうと言われる会社になりたい～ 

２０１６年７月１日発行 

熊本城 



 
 

 

 目 次                             

 

１．会社概要                           １ 

２．環境方針                           ２ 

３．環境活動推進体制                       ３ 

４．中長期目標                          ４ 

（１）中長期目標 

（２）二酸化炭素排出量の推移 

５．環境活動実績                        

（１）２０１５年度環境活動取組み状況                 ５ 

（２）２０１５年度環境活動目標と実績              ７ 

（３）主な個別項目の取組み状況                  ８ 

① 工場等の電力使用量削減の取組み 

② A 重油使用量削減の取組み 

③ 工場等の水使用量削減の取組み 

④ ガソリン消費率向上の取組み                 ９  

⑤ 用紙使用量削減の取組み 

⑥ 事務用品グリーン調達率向上の取組み 

⑦ 工場産業廃棄物リサイクル率向上の取組み         １０ 

⑧ 建設系産業廃棄物リサイクル率向上の取組み 

⑨ 受託した産業廃棄物サイクル率向上の取組み 

    （４）地域に密着した環境活動の推進                １１ 

    （５）豊前工場の小型貫流ボイラー導入について         １２ 

    （６）事業別環境負荷実績                    １３ 

    （７）環境活動コスト                     １５ 

６．環境関連法規の遵守状況                   １６ 

７．産業廃棄物処理業に関する情報                １７ 

８．次年度の環境目標                      １８ 

９．代表者による全体評価と見直し                １９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

１．会社概要 

 

基本情報 
■事業者名   九州高圧コンクリート工業株式会社 
■代表者   中西 章夫 
■設立年月日  １９５７年１１月５日 
■資本金   ２億４千万円 

 

事業の内容 
■コンクリートポール及びコンクリートパイル、その他コンクリート製品の生産並びに販売 
■土木建築工事の設計・施工並びに監督 
■産業廃棄物のリサイクル及び処理業 
■既設コンクリート構造物調査・診断に関する一切の事業 
■バッテリー再生に関する事業 

 

許可の内容  
■建設業    土木工事業、とび・土木工事業、ほ装工事業、塗装工事業 
■廃棄物処理業  中間処理業／ガラスくず等、がれき類（自動車等除く） 

 

事業の規模            対象事業所 
■売上高     57.9 億円     ■本社      福岡県福岡市南区向野一丁目１３－１４ 
■生産量     67,823 ㌧     ■豊前工場  福岡県豊前市大字八屋２５４４－６１ 
■工事件数         509 件     ■熊本工場    熊本県菊池市旭志川辺１３４９－４ 
■廃棄物処理量  13,809 ㌧     ■鹿児島営業所  鹿児島県鹿児島市南林寺町２６－４ 
 

  沿 革 

 

１９５７年１１月 設立 

１９５８年 ９月 九州電力㈱にポール納入開始  

１９５８年１０月 豊前工場竣工 

１９６４年 ４月 ＰＣパイル製造開始 

１９７０年 ４月 ＪＲ、ＮＴＴにポール納入開始 

１９７１年 ７月 鹿児島営業所を設置 

１９７７年 ４月 電線類地中化製品製造開始（豊前） 

１９８１年 ９月 熊本工場竣工 

１９９８年 ２月 廃品コンクリートポールのリサイクル事業開始 

２００１年 １月 ISO9001 品質システム認証取得 

２００７年 ５月 新 JIS マーク取得（豊前） 

２００７年 ７月 新 JIS マーク取得（熊本） 

２００７年１１月 創立５０周年 

２０１０年 ９月 エネルギー使用の合理化に関する法律に基づき特定事業者に指定 

２０１１年１１月 エコアクション２１認証取得 

２０１２年１１月 再生骨材使用ポール生産開始（熊本） 

２０１４年 ７月 ポール生産を熊本工場に集約 



 

2 

２．環境方針 

 

環境理念 

九州高圧コンクリート工業株式会社はコンクリート製品の生産・販売を中核とする全ての事業活動が

地球環境に影響を与えていることを自覚し、地域環境との調和を目指して事業活動に伴う環境負荷の低

減に取組みます。 

 

基本指針 

1. 環境活動として、次の重要テーマに取組みます。 

  (1)温室効果ガス排出量の削減 

   (2)廃棄物量の削減・リサイクルの推進 

  (3)水使用量の削減 

   (4)化学物質使用量の削減 

  (5)グリーン調達の推進 

  

2. 環境関連法規等を遵守します。  

3．環境目標及び環境活動計画を策定し、継続的に改善を行います。  

4. 環境方針を全社員に周知し、社員一丸となった環境活動を推進します。  

5. 環境活動レポートを作成、公表し、社会とのコミュニケーションを図ります。 

 

 

2014 年 6 月 20 日改定 

九州高圧コンクリート工業株式会社 

代表取締役社長 中西 章夫 
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本社 

豊前工場 

熊本工場 

３．環境活動推進体制 

[２０１６年６月] 

 

エコアクション２１は全ての組織・事業が対象です 

 

委員会の構成    

 環境委員会 本社 豊前工場 熊本工場 

委員長 業務本部長［環境管理責任者］ 業務本部長 工場長 工場長 

委 員 

環境保全委員長 

エネルギー管理員 

エネルギー管理企画推進者 

関係管理職 

エネルギー管理員

関係管理職 

エネルギー管理員 

関係管理職 

エネルギー管理員

事務局 業務本部総務Ｇ 総務Ｇ 地中線Ｇ 生産Ｇ 

 

主な役割  

責任者 主な役割 

環境管理責任者 全社における環境活動の構築・運用責任者 

環境委員会 
環境活動マニュアル策定、環境方針・計画及び目標の策定、 

公害防止に関する対応事項策定、省エネ法対応 等 

環境保全委員長 事業所における環境活動の構築・運用責任者 

環境保全委員会 
環境計画及び目標の啓蒙・実施、環境活動の確認・評価、 

公害防止対応、緊急事態への対応 等 

従業員 環境方針、計画に従い、全ての環境活動に取組む 

業務本部総務Ｇ 
環境への負荷、取組みの取りまとめ、環境関連法規の確認・情報収集、 

環境活動レポートの作成 等 

社長 環境委員会

環境保全委員会

社長室

業務本部

ポール営業本部

パイル・地中線

営業本部

環境保全委員会 熊本工場

環境保全委員会
豊前工場

(地中線G含む)

（ ２名）

（１３名）

（２５名）

（１７名）

（８９名）

（４４名）
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４．中長期目標 

 

（１）中長期目標【2009 年度を基準年とし、継続して 3 ヶ年の中長期目標を策定】 

・二酸化炭素排出量、水使用量⇒前年目標値 1％削減 

・産業廃棄物リサイクル率⇒現状維持  

・事務用品グリーン調達率⇒九電グループ目標値 

項 目 
基準年 実 績 目 標 

2009 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

二酸化炭素 

排出量 

目標【t- CO2/t】 0.04786 0.04551 0.04506 0.04461 0.04416 

実績【t- CO2/t】  0.05321 0.04627   

産業廃棄物 

リサイクル率 

目標【％】  96 96 96 96 

実績【％】 96 98 99   

水使用量 
目標【㎥/t】  0.80 0.79 0.78 0.78 

実績【㎥/t】 0.84 0.67 0.54   

事務用品 

ｸﾞﾘｰﾝ調達率 

目標【％】  80 86 86 86 

実績【％】 63 86 97   

       

（２）二酸化炭素排出量の推移【2009 年度を基準年とした二酸化炭素排出量実績】 

項 目 2009 年度 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度

二酸化炭素排出量 

【t- CO2】 

実績※1 4,898 5,247 4,573 4,326 4,529 4,060 3,138 

補正値※2  5,266 4,539 3,925 3,907 3,470 2,706 

生産重量当たりの

二酸化炭素排出量 

【t- CO2/t】 

目標  0.04738 0.04690 0.04644 0.04597 0.04551 0.04506

実績※1 0.04786 0.04927 0.05269 0.05406 0.05535 0.05321 0.04627

補正値※2  0.04944 0.05230 0.04904 0.04774 0.04548 0.03990

生産重量【t】 実績 
102,343 106,514 86,795 80,027 81,833 76,296 67,823 

(100%) (104%) (85%) (78%) (80%) (75%) (64%) 

※1:電力の二酸化炭素排出係数は、省エネ法に従い九州電力の各年度の実排出係数を使用 

※2:電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の 2008 年度実排出係数(0.374 ㎏-CO2/kWh)を使用 
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補正値
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５.環境活動実績 

 

 

（１） ２０１５年度環境活動取組み状況 

項 目 計 画 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

地球環境問題へ

の取組み 

事業所における省エ

ネ・省資源活動の推

進 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

          

運輸面での CO２削減

推進 

 

 

           

 

 

           

循環型社会形成

への取組み 

廃棄物のゼロエミッ

ション活動の継続的

な展開 

 

 

 

           

 

 

           

グリーン調達の推進 
 

 

     

 

      

地球環境の保全 
化学物質等の適切な

管理・処理及び代替

化の取組み 

 

 

           

 

 

        

 

   

社会との協調 

環境情報の公開 

     

 

       

地域に密着した環境

活動の推進 

            

環境管理の推進 

環境マネジメントシ

ステムの自立的運用 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

          

環境教育の実施及び

環境情報の共有化 

 

 

 

 

 

 

          

 

本社:本社周辺の清掃活動（毎週） 熊本:工場周辺の草刈り及び清掃活動（9 回/年）、地域清掃ボランティアへの参加（2 回/年） 豊前工場:工場周辺の清掃活動（1 回/年）

環境保全委員会 環境委員会/
環境保全委員会 

環境保全委員会

内部監査の実施（豊前工場、熊本工場、本社） 

環境委員会/ 
環境保全委員会 

DVD 研修（豊前工場、熊本工場） 
ビデオ研修（本社） 

ホームページで公開 

取扱量 1㌧超の物質を届出

環境活動レポート作成 

夏季節電期間 

エコドライブ 

空調温度・運転の適正管理、休憩時間・外出時等の PC 電源 off、休憩時間・未使用時の廊下等の消灯 
豊前工場のボイラー更新 

製造過程で発生した産業廃棄物の分別、受託した産業廃棄物（廃品コンクリートポール）の管理・適正な処理、 
回収 BOX への古紙回収、電子媒体の活用や裏面利用・両面コピーによるペーパーレス化 
グループ会社を活用した蛍光灯及び乾電池リサイクル

事務用品・建設資材の積極的なグリーン商品購入、購入実績の確実な把握 

化学物質排出把握管理促進法に基づいた化学物質の適切な管理と使用量の的確な把握 

冬季節電期間 

低燃費・低排出ガス車 7 台、ハイブリッド車 3 台更新切替 

内部監査の実施（豊前工場、熊本工場、本社） 

ＰＣＢ廃棄物の適切な処理

環境委員会
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（２）２０１５年度環境活動目標と実績 

①環境活動目標と実績 

※㎡は床面積、t は生産重量、人は事務所人員数を示す 

 

②製造業と密接に関係する原単位の前年度比 

 

 

 

 

 

 

③実績評価 

2015 年度は、ポール生産工場集約により生産体制が変更となったことから、両工場の目標値（電

力、水、A重油）を実態に合わせて見直した。15 項目の環境目標を設定し環境活動に取組んだ結果、

全ての項目において目標達成となった。工場集約により、エネルギー利用効率が向上し製造業に密接

に関係する原単位が大幅に減少した。

項 目 2014 年度 2015 年度 前年度比 

電力使用量 31.2kWh/t 29.0kWh/t ▲ 7.1％ 

水 0.67 ㎥/t 0.54 ㎥/t ▲18.7％ 

A 重油 11.2ℓ/t 9.4ℓ/t ▲15.5％ 

項 目 目 標 実 績 達成度 評 価

【製造業】  

オフィス電力使用量削減 7.92kWh/㎡以下 7.59kWh/㎡ 104.1% ○ 

工場等の電力使用量削減 30.6kWh/t 以下 29.0kWh/t  105.3% ○ 

低公害車の導入 71.0%以上 81.8% 115.2% ○ 

ガソリン消費率向上 13.5km/ℓ以上 16.2km/ℓ 119.7% ○ 

A 重油使用量削減 11.7ℓ/t 以下 9.4ℓ/t 119.3% ○ 

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 98.7% 102.8% ○ 

古紙リサイクル率 100% 100.0% 100.0% 100.0% ○ 

用紙使用量削減 975 枚/以下 697 枚 128.5% ○ 

オフィス水使用量削減 0.54 ㎥/人以下 0.37 ㎥/人 131.6% ○ 

工場等の水使用量削減 0.79 ㎥/t 以下 0.54 ㎥/t 131.2% ○ 

事務用品のグリーン調達率向上 86.0%以上 97.3% 113.2% ○ 

規制フロン回収率 100% 100.0% 実績なし ― ○ 

【建設業】  

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 100.0% 104.2% ○ 

建設資材のグリーン調達率向上 86.0%以上 100.0% 116.3% ○ 

【産業廃棄物処理業】  

受託した産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 99.8% 104.0% ○ 
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（３）主な個別項目の取組み状況 
① 工場等の電力使用量削減の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

30.6kWh/t 29.0kWh/t 92.9% 

【取組み】 
 夏季期間、冬季期間休日契約による節電の

徹底を実施した。また、空調機の適正温度管

理や不要照明の消灯に取組んだ。 

【評価】 
 ポール生産工場の集約効果と節電に対す

る取組みにより大幅に削減した。今後も、設

備更新及び新規設備導入時は高効率機器を

選定し、電力使用量の削減を図る。 

   
② A 重油使用量削減の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

11.7ℓ/t 9.4ℓ/t 84.5% 

【取組み】 
 豊前工場ボイラーを小型貫流ボイラー（高

効率）に更新した。また、製品養生槽のゴム

パッキン施工による蒸気漏れ対策を実施。 

【評価】 
 生産量に見合ったボイラーを導入したこ

とで、A 重油使用量が大幅に削減した。更な

る削減のため、養生槽の放熱対策及び添加剤

投入を検討する。 

 
③ 工場等の水使用量削減の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

0.79 ㎥/t 0.54 ㎥/t 81.3% 

【取組み】 
 節水の意識喚起ステッカーを貼付け取り

組むとともに子メーター管理を実施した。 

【評価】 
今後も節水に努め、子メーター管理よる漏

水箇所の早期発見・早期対策を図る。 

0.84

0.77
0.72

0.81

0.73

0.67
0.54

100.0%

91.7%
85.7%

96.4%

86.9%

79.8%

64.3%

50.0%
55.0%
60.0%
65.0%
70.0%
75.0%
80.0%
85.0%
90.0%
95.0%
100.0%

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

工場水使用量

水原単位 基準年度比

(㎥/t) 

12.0 
12.3 

12.9 

12.1 
11.9 

11.2 

9.4

100.0%
102.5%

107.5%

100.8%
99.2%

93.3%

78.3%

70.0%

75.0%

80.0%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

110.0%

9.0
9.5

10.0
10.5
11.0
11.5
12.0
12.5
13.0
13.5

A重油使用量

A重油原単位 基準年度比

(ℓ/t) 

32.4 
33.1 

34.1 

32.2 

30.9 31.2 

29.0 

100.0%
102.2%

105.2%

99.4%

95.4% 96.3%
89.5%

85.0%

90.0%

95.0%

100.0%

105.0%

110.0%

28.0

29.0

30.0

31.0

32.0

33.0

34.0

35.0

工場電力使用量

電力原単位 基準年度比

(kWh/t) 
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④ ガソリン消費率向上の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

13.5km/ℓ 16.2km/ℓ 107.2% 

【取組み】 
 低公害車の導入を車両計画に基づき、計画

的切替えを実施した。また、エコドライブの

取組みを呼びかけ取組んだ。 

【評価】 
 低公害車の導入及びエコドライブの取組

みにより、燃料消費率が向上している。今後

も車両更新に合わせて計画的に切替える。 

 
⑤ 用紙使用量削減の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

975 枚/人 697 枚/人 99.2% 

【取組み】 
 両面コピーや裏面利用、回覧文書の電子媒

体活用を実施した。また、A3 様式から A4 様

式への転換を呼びかけている。 

【評価】 
 資源有効活用の意識が定着しており、大幅

に目標を達成している。電子媒体利用等の更

なる促進を再周知する。 
 
 

 
⑥ 事務用品グリーン調達率向上の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

86.0％ 97.3% 112.9% 

【取組み】 
 事務用品購入実績の確実な把握及びグリ

ーン調達率向上への取組みを実施した。ま

た、トイレットペーパー（グリーン商品）の

低コスト品への切替え。 

【評価】 
 毎月、購入量を集計し確実に把握してい

る。継続してグリーン調達の周知活動を行

い、更なる向上を図る。 
 
 

 

14.0 

16.0 

18.6 
18.2 

15.1 
16.2

100.0%

114.3%

132.9%
130.0%

107.9%
115.7%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

9.0

11.0

13.0

15.0

17.0

19.0

21.0

社有車の燃費

燃費 基準年度比

62.8
66.6

92.5 90.7
94.4

86.2

97.3

100.0%
106.1%

147.3%
144.4%

150.3%

137.3%

154.9%

90.0%

100.0%

110.0%

120.0%

130.0%

140.0%

150.0%

160.0%

50.0
55.0
60.0
65.0
70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0

100.0

事務用品グリーン調達率

ｸﾞﾘｰﾝ調達率 基準年度比

(％) 

983

909 929 941

703 697

100.0%

92.5% 94.5% 95.7%

71.5% 70.9%

60.0%
65.0%
70.0%
75.0%
80.0%
85.0%
90.0%
95.0%
100.0%
105.0%
110.0%
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700
750
800
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900
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1000
1050
1100

用紙の適正使用

用紙使用量原単位 基準年度比

(枚/人) 

(km/ℓ) 
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⑦ 工場産業廃棄物リサイクル率向上の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

96.0% 98.7% 100.7% 

【取組み】 
 保護具（作業着、安全靴、長靴）のリサイ

クルを実施し廃棄物削減への取組みを強化。

また、ペットボトルキャップ回収を促進し、

地域小学校へ寄付しポリオワクチン代への

転換及び廃棄物削減活動の実施した。 

【評価】 
 更なる分別周知徹底を図ると共に、発生量

削減への周知も行っていく。 

 
⑧ 建設系産業廃棄物リサイクル率向上の取組み 
 目 標 実 績 前年度比 

96.0% 100.0% 100.0％ 

【取組み】 
 建設現場においてリサイクル率向上のた

めに分別の徹底を行った。 

【評価】 
 リサイクルに対する意識が定着しており

高水準で推移している。今後も、分別徹底に

よる全量リサイクルに努める。 

 
⑨ 受託した産業廃棄物リサイクル率向上の取組み 

  

 目 標 実 績 前年度比 

96.0% 99.8% 100.0% 

【取組み】 
 処理を受託した廃品コンクリートポール

は、適正分別を行い再生砕石への活用を含め

リサイクルの促進実施。 

【評価】 
 リサイクル率はほぼ 100％となっており、

今後も適正分別を行い管理徹底を図る。 
 

95.8 

95.4 

97.7 97.4 
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98.7 

100% 99.6%

102.0% 101.7%
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ﾘｻｲｸﾙ率 基準年度比

(％) 
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100.0 100.0 
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ﾘｻｲｸﾙ率 基準年度比

(％) 

100.0 

99.8 
99.9 99.9 

99.8

100.0% 99.8% 99.9% 99.9% 99.8%

97.0%

98.0%

99.0%

100.0%

101.0%

102.0%

99.0
99.1
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100.0

産業廃棄物処理業リサイクル率

ﾘｻｲｸﾙ率 基準年度比

(％) 
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（４）地域に密着した環境活動の推進 
地域貢献の一環として、各事業所の状況に応じた地域清掃活動を実施 

 

 

事 業 所：本社 

活動内容：違反広告物撤去及び清掃活動（2 回/年） 
事務所周辺の清掃活動（毎週） 

作業前の様子 中西社長も参加 

  

事 業 所：熊本工場 

活動内容：工場周辺の草刈り及び清掃（9回/年） 

地域清掃ボランティア（2回/年） 

工場前の道路清掃 回収したゴミ 

  

事 業 所：豊前工場 

活動内容：工場周辺の草刈り及び清掃（1回/年） 

工場の周辺清掃 回収したゴミ 
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（５）豊前工場の小型貫流ボイラー導入について 
   

豊前工場のボイラーは、蒸発量 10t/h、5t/h の炉筒 
煙管ボイラーをそれぞれ使用していました。10t ボイ 
ラーは主にオートクレーブ養生、5t ボイラーはポー 
ル、パイル、プレハブ製品の養生に使用していました 
が、2014 年度のポール生産の熊本工場集約後、プレ 
ハブ製品のみを炉筒煙管ボイラーで養生すると能力過 
剰となるため、高効率な小型貫流ボイラーの導入を検 
討しました。 
 小型貫流ボイラー導入の検討段階において、能力設 
定を現状の蒸気使用量の測定結果と豊前工場の今後の 
生産量（想定）から算定すると現状の最大蒸気使用量 
と比較して、オーバースペックとなりました。そのた 
め、現状の生産量で十分な能力を有する貫流ボイラー 
750 ㎏/h×2 台とし、生産量の増加など必要に応じて 
1 台増設で対応することとしました。 
 設置工事は、2014 年 6 月より不要設備の撤去から 
着手し、蒸気配管の改造、小型貫流ボイラー本体と水 
処理装置及び燃料タンクの設置を行い、8 月 6 日より 
本生産での使用を開始しました。 
その結果、全エネルギー使用量の約 6 割を占める A 重油の使用量が大幅に減少し、製造業におけるエネ

ルギー原単位が前年度比 88.4%、2009 年度比 84.0%と大きく改善しました。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100.0%

101.9%

108.5%

101.9%

98.9%

95.0%

84.0%

80%

90%

100%

110%

2009年度比エネルギー使用実績推移

原単位（製造）

小型貫流ボイラー（2 台） 水処理装置 
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（６）事業別環境負荷実績                                                                           ［ ］内は 2014 年度実績 

                              
 製造業 建設業 産業廃棄物処理業 

資
源
投
入
量 

    
 

   

 エネルギー使用量    エネルギー使用量 エネルギー使用量 

 電力 １９３万 kWh [２３８万 kWh]   ガソリン ５㎘ [４㎘] 電力   １万 kWh [１２万 kWh]

 Ａ重油 ６４０㎘     [８５３㎘]   資材使用量 軽油 ６５㎘   [６８㎘]

 軽油 １０㎘    [１８㎘]   セメント ４，２３６㌧ [２，８０９㌧] 水使用量 ０．４千㎥ [１．８千㎥]

 その他 ３㎘    [５㎘]   生コンクリート ０㌧ [２５１㌧]  

 水使用量 ３６千㎥  [５０千㎥]   鋼材 １７．６㌧ [６㌧]  

 コピー用紙使用量 １１５万枚  [１２０万枚]   防錆塗料 ０㌧ [１㌧]  

 化学物質取扱量     その他 ０．２㌧ [１㌧]  

 メチルナフタレン ７．７㌧   [１０㌧]     

 キシレン ０．２㌧    [１㌧]     
        

           

事
業
活
動 

      

 生産量   工事件数  受託した産業廃棄物の処理量 

  コンクリートポール    鉄塔基礎工事  受入量 １４千㌧ [１６千㌧]

   ６４千㌧  [７２千㌧]     １８７件 [９０６件]  破砕量 １４千㌧ [１６千㌧]

        電力管路工事  再資源化量 

       ７６件 [８９件]  路盤材、原材料 １４千㌧ [１５千㌧]

  地中電線管路材     建築･土木構造物 基礎工事  リサイクル業者に再委託 ０千㌧ [１千㌧]

   ４千㌧        [４千㌧]     ５８件 [６３件]  形鋼材 １千㌧ [１千㌧]

      その他工事  産業廃棄物リサイクル率 ９９.８％ [９９.９％]

 産業廃棄物リサイクル率     ９９％ [９８.０％]     １８８件 [１８９件]   

            

 古紙リサイクル率 １００％    [１００％]   産業廃棄物リサイクル率 １００％ [１００％]   

            

      

   

環
境
負
荷
量 

             

 二酸化炭素排出量 ２，９２４     [３,８１０    ] 二酸化炭素排出量 １１  [９  ] 二酸化炭素排出量 ２４１   [２５１  ]  

 産業廃棄物処分量 ６５㌧    [８８㌧]   産業廃棄物処分量 ０㌧ [０㌧]  最終処分量(委託) ２１㌧   [１９㌧]  

 化学物質排出量 ０．２㌧    [１㌧]      
 

 
     

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ 

㌧‐ 
ＣＯ２ ㌧‐ 

ＣＯ２ 
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（７）環境活動コスト 
 

設備投資[百万円]                
 

                          【設備投資の主な内容】 
                           ・SOX対策 
                             小型貫流ボイラー設置など 
                           ・産業廃棄物処理・削減 
                             スラッジリサイクルに伴う設備設置など 
                           ・CO2対策 
                             建屋屋根明り取り改修工事など 
 
 
 
 
 
 
 
 

活動費用[百万円] 
 
 

【活動費用の主な内容】 
・産業廃棄物処理・削減 

                             スラッジ処理委託費用など 
                           ・設備排水 
                             工業用水処理に伴う消耗品費用など 
                           ・SOX対策 
                             ボイラー設備の維持管理費など 
                           ・CO2削減 
                             空調設備の維持管理費用など 
 
 
 
 
 

コスト削減効果 
項 目 前年度比 基準年度比 

電力使用量 4.7 百万円 14.3 百万円 

A 重油使用量 13.3 百万円 35.5 百万円 

水使用量 4.3 百万円 14.5 百万円 
 
    ポール生産工場の集約で生産効率が向上したことにより、電力・A 重油・水の使用量で前年度比 22.3

百万円のコスト削減となった。特に、過剰設備であった豊前工場のボイラーを小型貫流ボイラーに更

新したことで A 重油使用量が大幅に減少した。 
また、全社大における着実な環境活動により、基準年度比▲64.3 百万円と大幅なコスト削減効果が

得られている。  

SOx対策

27.5 【58%】
産業廃棄物処理・削減

9.2  【20%】

CO2対策

1.4  【3%】

その他

9.2 
【19%】

コスト合計［4 7 . 3百万円］

産業廃棄物処理・削減

35.1 【54%】設備排水

13.9【21%】

SOx削減

6.2 【9%】

CO2削減

5.3 【8%】

その他

5.0【8%】

コスト合計［6 5 . 5百万円］
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６．環境関連法規の遵守状況 

 
環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果、当社事業に適用される環境関連法規への違反は 

ありません。また、関係機関からの指定、利害関係者からの訴訟もありませんでした。 

主な法規制の名称 主な内容 

環
境
一
般 

工場立地法 
・特定工場 ・生産施設 
・緑地 

公害防止組織法 ・公害防止統括者及び公害防止管理者の選任 

地
球
環
境 

地球温暖化対策推進法 
・事業活動に伴う排出抑制 
・排出量の報告 

省エネ法 
・特定事業者の指定 ・エネルギー使用状況の届出 
・エネルギー管理統括者の選任 ・中長期計画の作成 

フロン回収破壊法 
・事業者の責務 
・大気中への放出禁止 

オフロード法 ・使用の制限 

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル 

廃棄物処理法 
・事業者の責務 ・保管基準の遵守 
・許可業者への委託 ・委託基準の遵守 
・マニフェスト管理 

PCB 特措法 
・保管・処分 
・県知事への届出 

建設リサイクル法 
・再資源化等の遵守 
・実施状況の記録 ・保存 ・報告 

自動車リサイクル法 ・再資源化預託金等の預託義務 

家電リサイクル法 ・収集・再商品化に対する費用負担 

小型家電リサイクル法 ・分別排出、適切な引き渡し 

大
気
・
騒
音
・
振
動

大気汚染防止法 
・ばい煙発生施設等の届出 ・公害防止管理者等の届出 
・排出規制基準の遵守 ・測定 ・記録 

騒音規制法 
・特定施設の届出 
・規制基準の遵守 

振動規制法 
・特定施設の届出 
・規制基準の遵守 

水
質
・
土
壌 

水質汚濁防止法 
・特定施設等の届出 
・排水規制基準の遵守 
・総量規制 

浄化槽法 
・浄化槽設備の届出 ・未処理水の放流禁止 
・水質基準 ・水質検査 ・保守点検 

化
学
物
質 

PRTR 法 
・化学物質管理指針に基づく管理 
・排出量、移動量の届出 

毒物・劇薬取締役法 ・毒物又は劇物の取扱及び表示 
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７．産業廃棄物処理業に関する情報  
 
（１）産業廃棄物処理施設 

 

（２）広域認定制度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）産業廃棄物処分業

項 目 豊前工場 熊本工場 

許可番号 04020008997 04325008997 

許可年月日 2012 年 2 月 21 日 2013 年 9 月 26 日 

有効期限 2017 年 2 月 20 日 2018 年 9 月 25 日 

事業の範囲 中間処理（破砕） 中間処理（破砕） 

産業廃棄物の種類 ガラスくず、がれき類 ガラスくず、がれき類 

処理方式 油圧ｽｸﾘｰﾝｸﾗｯｼｬｰ方式 ｼﾞｮｰｸﾗｯｼｬｰ方式 

 
（４）処理工程図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 豊前工場 熊本工場 

許可番号 第 457 号 第中-226 号 第埋-014 号 

許可年月日 2010 年 1 月 22 日 2012 年 5 月 10 日 1994 年 9 月 9 日 

設置場所 豊前工場敷地内 熊本工場敷地内 熊本工場敷地内 

事業施設の種類 がれき類の破砕施設 がれき類の破砕施設 産業廃棄物埋立処分(管理型) 

処理能力 97.6 ㌧/日(8 時間) 160.0 ㌧/日(8 時間） 
埋 立 地：12,152 ㎡ 
埋立容量：60,557 ㎥ 

産業廃棄物の種類 がれき類 がれき類 汚泥 

  ※２００１年度より埋立処分は未実施

項 目 内 容 

許可番号 第 199 号 

許可年月日 2010 年 12 月 8 日 

産業廃棄物の種類 当社製造のコンクリートポールが産業廃棄物となったもの 

処理区域 全国 

廃品コンクリートポール搬入 一次破砕 二次破砕 

売却 
（鉄筋、路盤材）

自社利用 
（再生骨材） 

処理委託 
（廃プラスチック）
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８．次年度の環境目標 
 
（１）２０１６年度目標 

※㎡は床面積、t は生産重量、人は事務所人員数を示す 
 
（２）２０１６年度新規取組み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 目 標 目標設定の考え方 

【製造業】  

オフィス電力使用量削減 7.58kWh/㎡以下 九電グループ目標で取組み 

工場等の電力使用量削減 30.3kWh/t 以下 省エネ法対応で前年目標▲1％ 

低公害車の導入 71.0%以上 目標据置きで取組み 

ガソリン消費率向上 13.5km/ℓ以上 目標据置きで取組み 

A 重油使用量削減 11.6ℓ/t 以下 省エネ法対応で前年目標▲1％ 

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組み 

古紙リサイクル率 100% 100.0% 目標据置きで取組み 

用紙使用量削減 975 枚/以下 目標据置きで取組み 

オフィス水使用量削減 0.54 ㎥/人以下 目標据置きで取組み 

工場等の水使用量削減 0.78 ㎥/t 以下 中長期目標に従い前年目標▲1％

事務用品のグリーン調達率向上 86.0%以上 目標据置きで取組み 

規制フロン回収率 100% 100.0% 目標据置きで取組み 

【建設業】  

産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組み 

建設資材のグリーン調達率向上 86.0%以上 目標据置きで取組み 

【産業廃棄物処理業】  

受託した産業廃棄物リサイクル率向上 96.0%以上 目標据置きで取組み 

 環境活動が定着し、各事業所で計画的かつ適切な取組みが行われており、良好な活動結果

となっている事から現行取組みを継続する。2016 年 4 月より大幅な組織改正を伴うため、以

下の項目を新規に織り込んだ。 
 
●大幅な組織変更を伴うため、新推進体制を構築し適切な EMS の運用 
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９．代表者による全体評価と見直し 

 

（１）環境目標の達成状況 

2015 年度は、ポール生産工場集約に伴い両工場の生産体制が大幅に変更となったことから、電力、  

水、A 重油の目標値を実態に合わせ見直しました。15 項目全てにおいて目標を達成することができ 

ました。 

 

（２）環境活動計画の実施及び運用結果 

   省エネ法では、エネルギーを使用する事業者に対してエネルギー使用量の原単位を年平均１％以 

上削減するという努力目標が課せられております。当社も特定事業者に指定されたことを契機に、 

エネルギー管理体制を構築し、設備毎の使用実態の把握およびエネルギー管理規程や合理化計画を 

策定し取組んできました。 

  その様な中、ポール生産量減少に伴い生産効率の合理化を図るため 2014 年にポール生産工場を 

集約しました。両工場において生産体制に見合った設備を導入し環境活動に取組んだ結果、エネル 

ギー使用量の原単位が前年度比▲11.6%と大幅に減少しました。 

   環境活動全体に目を向けると、環境情報の公開や教育訓練、内部監査の実施など活動の定着が図ら  

れています。また、地域に密着した環境活動の推進として、各事業所に応じた美化活動を全従業員で 

実施しており、環境意識の向上が感じられます。 

 

（３）今後の取組み 

エコアクション２１、九電グループ環境アクションプラン及び省エネ法への対応を考慮した上で、     

  環境方針やガイドラインに沿って PDCA サイクルを基本に項目毎の課題にしっかりと取組み、低炭  

素社会実現に積極的に寄与していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



     

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本レポートについてのご意見・お問い合わせ先 

九州高圧コンクリート工業株式会社  

環境管理責任者 取締役常務執行役員 業務本部長  冨永 耕征 

環境管理担当者 業務本部総務グループ      中村 敏彰 

TEL（092）554-6650 FAX（092）554-6702 http://www.kyuatsu.co.jp/ 

Industries Co., LTD. 
Kyushu Kouatsu Concrete 


